
▶ 基本給のベースアップ等に加え、令和６年度から新たな手当を導入、さらなる処遇改善を行うことで人材の採用・定着の強化を図る。

▶ また、民間人材派遣等の活用を強化するとともに、職場見学会を実施。新規職員をサポートする人材育成担当者を配置し定着を図る。

【人材の確保】 さまざまな方法での人材確保（岡山県岡山市）

概要 ・ ポイント

1

✓ 令和６年度からの本格実施だが、紹介手当や職場見学会など可能な取り組みは

一部前倒しで令和５年度中に実施する等、スピード感を持って人材確保に取り組んだ。
取組の
成果

３

具体的な取組内容

・ 処遇改善や就職相談会の開催をしていたが、放課後児童クラブでの仕事の認知や定着率が低く、人材確保に苦慮している。

・ 専用施設の整備やタイムシェアによって施設を確保しても十分な人員配置が行えず、直ちに施設の活用ができない。
取組前
の課題

１

✓ 基本給のベースアップに加えて、令和６年度から継続勤務手当を導入予定。

また、紹介手当を導入し、人材の採用・定着の強化を図る。

✓ 紹介手当は、新規スタッフを紹介した（公財）岡山市ふれあい公社職員に

最大２万円の手当を支払う制度。

✓ また、民間人材派遣等の活用をさらに強化。就職相談会参加者を対象に職場

の雰囲気を感じてもらうための職場見学会を実施。

✓ 令和６年度から職場環境を向上させるため、新規採用職員等をサポートする

人材育成担当者を配置する。

✓ 職員研修の内容を充実させ、受講機会を増やすことで職員の定着を図る。

✓ 職業の認知度をあげるため、デジタルサイネージへの掲載や広告方法を

増やし効果的な広報によって応募者増をねらう。（バス広告やweb広告など）

✓ 公設以外のクラブへの支援として、求人広告の掲載等にかかる経費に対する

市独自の補助を倍増または新設。

内 容
２
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